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１
．
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
千
早

赤
阪
村
に
住
所
が
あ
り
平
成
24
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
す
。た
だ
し
、

給
与
所
得
者
で
既
に
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
や
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
無
職
無
収
入
の
人
で
も
、

所
得
証
明
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申

告
が
必
要
で
す
。申
告
が
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な

ど
の
算
定
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

２
．
申
告
に
必
要
な
も
の

•

印
鑑

•
�

給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
（
平
成
24
年
分
）
営
業
や
不

動
産
収
入
の
あ
る
人
は
収
入
の
明

細
な
ど
所
得
の
分
か
る
も
の

•
�

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
・
国

民
年
金
基
金
・
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

な
ど
支
払
い
金
額
が
分
か
る
も
の
。

※�

年
金
受
給
者
の
人
は
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金
基

金
保
険
料
は
証
明
書
が
な
い
と
控

除
で
き
ま
せ
ん
。

•
�

生
命
保
険
料
な
ど
や
、
地
震
（
長

期
損
害
）
保
険
料
の
支
払
い
が
あ

る
人
は
そ
の
証
明
書

▼�

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
に

つ
い
て

•

確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
会
場
は
「
す
ば
る
ホ
ー

ル
」
で
開
設
期
間
は
２
月
４
日（
月
）

～
３
月
15
日（
金
）で
す
。

　

開
設
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
で
す
。
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
２
月
24
日（
日
）お
よ
び
３

月
３
日（
日
）は
開
設
し
ま
す
。

　

例
年
、
確
定
申
告
期
限
間
際
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
の

簡
素
化
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
が
あ

る
人
で
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で

あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
（�

注
１
）
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な

ど
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（�
注
２
）
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
を
要
し
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
）
に
つ
い
て

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
提
出
や
納
税
な
ど
が
で
き

ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
に
は
、
土
・
日

曜
も
含
め
て
24
時
間
い
つ
で
も
利
用

可
能
と
な
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、ｅ
︱

Ｔａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
．
申
告
書
の
送
付

•
�

村
・
府
民
税
の
申
告
書
は
１
月
下

旬
に
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
よ
り

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

�

昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
す
る
必
要
が
あ
る

の
に
申
告
書
が
送
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

�

申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
人
は
、

役
場
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

お
お
む
ね
次
の
①
②
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
人
に
は
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
せ
ん
。

①�

昨
年
度
、
村
・
府
民
税
を
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
人

②
昨
年
度
、
確
定
申
告
し
た
人

※�

申
告
期
間
中
は
確
定
申
告
も
受
付

し
ま
す
が
、
医
療
費
控
除
・
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
・
配
当
所
得
・

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
・
災
害
な

ど
に
よ
る
雑
損
控
除
な
ど
の
申
告

は
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
で
は
受

付
い
た
し
ま
せ
ん
。「
す
ば
る
ホ
ー

ル
」会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
村
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

富
田
林
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
税
務
署　

☎
�
３
２
８
１

村
民
税
・
府
民
税
の
申
告

村
の
申
告
会
場
な
ど
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

※なお、コミュニティホール会場は、例年午前中が大変込み合います。
　午後からのご利用もご検討ください。

申 告 受 付 日 程
月　　日 時　　間 場　　　所

申告受付
期　　間

₂月18日（月）〜
₃月15日（金）

午前₉時〜
午後₅時30分 役場総務課税務グループ

出張申告
受 付 日

₂月19日（火） 午前₉時〜正午 千早老人憩いの家

₂月19日（火） 午後₁時30分
〜午後₅時 下東阪老人憩いの家

₂月20日（水） 午前₉時30分
〜午後₅時

コミュニティホール
（千早小吹台小学校内）

�



　「都市計画マスタープラン」は、村の長期的なまちづくりの目標を明らかにし、土地利用や都市施設等の
計画を立てる際の先導として役割を果たすものです。村ではこの度、「第４次千早赤阪村総合計画」と整合
する第３次都市計画マスタープランを定めました。

第４次千早赤阪村総合計画（平成23年3月）と同じく平成32年度（2020年度）
を目標年度とします。

全体構想としてテーマ別に施策設定をしました。

大阪府の中で唯一の『村』としての再認識と、外部発信していくことによって、「住
みたいむら」「住み続けたいむら」として、発展していくことを目指します。

みんなが集う、みんなで育む、みんなに優しい、みんなを結ぶ－ちはやあかさか
夢を持って子育てができる金剛山のむら～観光力、教育力、環境力、協働力～

計画期間内においては、雇用の場の確保や子育て環境の充実等によって村外から
の人口流入及び定住化を促進し、平成32年度において、将来人口約6,000人を目
標とします。

都市構造は大きくゾーン、都市軸、拠点地区の３つの要素から構成されます。

●都市環境整備ゾーン… 住宅地、工場地等が集積
する地域

●田園環境活用ゾーン… 棚田などの農山村風景が
拡がる地域

●自然環境保全ゾーン… 金剛葛城山系の緑豊かな
自然地域

●広域交流軸…国道309号を中心とする広域軸
●観光交流軸… 府道富田林五条線を中心とする都

市軸
●地域生活軸… 都市環境整備ゾーンの骨格となる

基本軸

●産業拠点………都市機能の集積を目指す拠点
●歴史観光拠点…交流人口の増加を目指す拠点
●自然観光拠点…観光振興を目指す拠点

ゾーン………土地利用の面的拡がりを示すもの

都市軸……… 道路等、物や人の流れの中心と
なるもの

拠点地区……… 観光、交流、行政、歴史等の
ある地区

将来都市構造図

将来人口

むらの将来像

計画の構成

目標年度

第３次千早赤阪村都市計画マスタープラン
～都市計画に関する基本的な方針～【概要】
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◆線的景観
●沿道景観の整備保全
●ダイヤモンドトレールの保全と整備
●河川等の水辺景観の保全

◆点的景観 ●歴史観光拠点の一体的な景観保全

市街地整備の方針

◆北部市街地
●集落コミュニティを保全しながらの集落環境の整備
●市街化区域内の計画的な市街地整備の誘導
●国道309号河南赤阪沿道の良好な新市街地の形成
● 府道森屋狭山線沿いの北西部地区の産業・雇用の場の確保につながる企業誘致
●既存集落内の適正な土地利用の誘導

◆西部市街地

●既存の良好な戸建て住宅地環境の保全
●集落コミュニティを保全しながらの集落環境の整備

住環境整備の方針

●既存集落地の整備
●既存住宅団地の保全
●空閑地の小規模計画的住宅地開発の誘導

都市防災の方針

●避難所、避難路の整備　●防災対策事業の推進　●都市防災化の推進
●緊急時、災害時における適切な情報の確保・伝達
●自主防災意識の啓発

福祉関連施設等整備の方針

●保健センター、診療所の運営　●高齢者のための施設確保
●子育て環境の充実　●福祉対応の公共施設の整備
●保養・学習・研修施設の整備促進

全　体　構　想
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道路交通の整備方針

●軸道路の設定　●広域交通とのネットワークの形成
●生活道路の整備
●村内の地域間を連絡する道路整備

公園・緑地の整備方針

◆施設・地域制緑地の整備

●公園・緑地を都市施設として整備　●市街地開発事業時の一体的な整備
●歴史的遺産・レクリエーション施設の整備　●近郊緑地保全区域の保全
●国定公園の保全、整備、活用の促進
●農振農用地区域内の農地保全　●保安林等の整備

◆公園整備

●住民生活に密着した公園の整備
●豊かな自然環境と調和した公園の整備
●緑のネットワーク形成

下水道・河川・上水道の整備方針

●公共下水道による整備　●個別合併処理浄化槽による整備
●河川改修の促進と検討　●安定した水の供給
●水道事業の健全な運営

自然環境保全の方針

●近郊緑地保全区域及び国定公園に指定されている緑の保全・活用
●保安林、地域森林計画対象民有林などに指定されている緑の保全
●農振農用地などの優良農地の保全
●自然と市街地が共生する区域の整備
●環境学習の充実

景観形成の方針

●自然景観や農住景観と調和した都市景観の形成
●小吹台団地の低層住宅に係る落ち着いた住宅地景観の保全
●農家集落がおりなす山間型の農村集落景観の保全　●棚田景観の保全
●集落地周辺の山林の景観保全　●田園居住的な景観の形成
●金剛葛城山系の継続的な景観保全　●山並み景観の緑の保全

◆面的な景観

全　体　構　想
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　まちづくり活動を円滑に進めていくための手法のひとつとして、P（計画）→D（実行）→C（評価）
→A（改善）サイクルが、注目されています。
　このため、行政・住民・事業所などと連携を図り、この計画にあげられた諸施策の実施状況、目標の推
移を把握し、定期的にとりまとめ、ホームページなどにより広く住民に公表、進行管理します。

■ＰＤＣＡサイクルによるまちづくりの推進

P（Plan） 計画を整理立案する
D（Do） 計画に基づいて事業化する
C（Check） 事業化され、完成したものについて事業成果の評価を行う
A（Act）  上記の評価を受けて、改善点等の抽出分析を行い、次の計画

に結びつける

〈問い合わせ〉地域振興課都市建設グループ

村民アンケート結果（主なもの）

■調査期間・・・平成23年11～12月　　　■調査対象・・・本村内全世帯
■配布数・・・2,152票　　　■有効回収数・・・840票（回収率39.0％）

■整備が必要な都市基盤施設（複数回答） ■村をよくするために必要な施策（複数回答）

※本編については、村ホームページに掲載しています。

まちづくり

Ｐ

Ａ Ｄ

Ｃ

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.00.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

道路の整備

駐車場等の整備

バス等公共交通機関の整備

公園・広場の整備

まちの緑化

下水道の整備

工業団地の整備

優良な住宅地造成

河川・用排水路整備

観光・レクリエーション施設の整備

その他

32.9 40.1

27.1

14.3

26.7

9.7

26.9

28.5

12.8

5.2

7.4

21.8

29.3

3.0

7.9

41.0

12.9

3.1

11.9

6.6

15.0

10.6

27.4

5.4

産業の振興

生活環境の整備

教育文化の向上

社会保健福祉の充実

広域連携や交流

土地利用の対策

人材の育成

道路・交通網の整理

情報通信体系の整備

住民活動への理解と支援

地域資源の開発

観光・レクリエーションの振興

その他

回答者数＝840 回答者数＝840

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.00.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

道路の整備

駐車場等の整備

バス等公共交通機関の整備

公園・広場の整備

まちの緑化

下水道の整備

工業団地の整備

優良な住宅地造成

河川・用排水路整備

観光・レクリエーション施設の整備

その他

32.9 40.1

27.1

14.3

26.7

9.7

26.9

28.5

12.8

5.2

7.4

21.8

29.3

3.0

7.9

41.0

12.9

3.1

11.9

6.6

15.0

10.6

27.4

5.4

産業の振興

生活環境の整備

教育文化の向上

社会保健福祉の充実

広域連携や交流

土地利用の対策

人材の育成

道路・交通網の整理

情報通信体系の整備

住民活動への理解と支援

地域資源の開発

観光・レクリエーションの振興

その他

回答者数＝840 回答者数＝840

まちづくりの進め方
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スポーツ施設の利用について
　平成25年４月１日の利用分から富田林市・河内長野市・大阪狭山市・太子町・河南町・（千早赤阪村）のスポー
ツ施設が村外（千早赤阪村）の方でも村（市町）内料金で利用することが可能になります。
　ただし、予約申し込みできる時期については村（市町）内の人とは異なります。その他、詳細については各施
設にお問い合わせください。

「スポーツ施設一覧表」

〈問い合わせ〉教育課教育グループ　☎�1300

施設区分 施設名称 郵便番号 住　　所 問い合わせ 備　　考
団体名

グ ラ ウ ン ド

富 田 林 市 総合スポーツ公園多目的競技場 584−0052 富田林市大字佐備2467−1 ☎㉟2121

河内長野市

大師総合運動場 586−0041 河内長野市大師町885−2 ☎�0121

下里総合運動場 586−0087 河内長野市下里町892−3 ☎�0121

赤峰市民広場 586−0094 河内長野市小山田町379−1 ☎�0121

大阪狭山市
市民総合グラウンド 589−0036 大阪狭山市山本東443 ☎072−367−3937

ふれあいスポーツ広場 589−0013 大阪狭山市茱萸木4丁目88−315 ☎072−368−2081 屋根付きグラウンド

太 子 町 総合スポーツ公園グランド 583−0992 南河内郡太子町大字山田1221 ☎�5344

河 南 町 総合運動場多目的運動広場 585−0025 河南町さくら坂5丁目1 ☎�8866 受付　ぷくぷくドーム

千早赤阪村 村民運動場 585−0055 千早赤阪村大字東阪117−5 ☎�7183

テニスコート

富 田 林 市

総合スポーツ公園テニスコート 584−0052 富田林市大字佐備2467−1 ☎㉟2121

中野テニスコート 584−0028 富田林市中野町西1丁目391 ☎㉔2265 受付　富田林市民総合体育館

津々山台第2テニスコート 584−0086 富田林市津々山台4丁目73 ☎㉔2265 受付　富田林市民総合体育館

河内長野市

寺ケ池公園庭球場 586−0027 河内長野市千代田台町826−1 ☎�0121

大師庭球場 586−0041 河内長野市大師町85−518 ☎�0121

荘園庭球場 586−0094 河内長野市小山田町2649−564 ☎�0121

大阪狭山市

大野テニスコート 589−0015 大阪狭山市大野中337 ☎072−366−3309

山本テニスコート 589−0036 大阪狭山市山本東443 ☎072−367−3937

市民ふれあいの里スポーツ広場 589−0003 大阪狭山市東野東1丁目32−2 ☎072−366−1616

太 子 町 総合スポーツ公園テニスコート 583−0992 南河内郡太子町大字山田1221 ☎�5344

河 南 町 テニスコート 585−0014 河南町大字白木1308−1 ☎�8866 受付　ぷくぷくドーム

千早赤阪村 テニスコート 585−0055 千早赤阪村大字東阪121−１ ☎�7183

体 育 館

富 田 林 市 市民総合体育館 584−0039 富田林市美山台4−1 ☎㉔2265
トレーニング場、卓球場は除く。
競技場、柔・剣道場の共用使用
は除く。

河内長野市 総合体育館 586−0041 河内長野市大師町25−1 ☎�0121 トレーニング室、卓球場は市外利
用不可

大阪狭山市
総合体育館 589−0031 大阪狭山市池之原4丁目248 ☎072−365−5250

池尻体育館 589−0007 大阪狭山市池尻中3丁目639−11 ☎072−365−7303

太 子 町 総合スポーツ公園総合体育館 583−0992 南河内郡太子町大字山田1221 ☎�5344

河 南 町 総合体育館 585−0011 河南町大字寺田580 ☎�8866 受付　ぷくぷくドーム

千早赤阪村 千早赤阪村 B ＆ G 海洋センター 585−0055 千早赤阪村大字東阪255−1 ☎�7183 海洋センタープールについても利
用可

球 技 場

富 田 林 市 総合スポーツ公園野球場 584−0052 富田林市大字佐備2467−1 ☎㉟2121

河内長野市 寺ケ池公園野球場 586−0027 河内長野市千代田台町19−1 ☎�0121

大阪狭山市 野球場 589−0031 大阪狭山市池之原4丁目248 ☎072−365−5250

河 南 町 総合運動場野球場 585−0025 河南町さくら坂5丁目1 ☎�8866 受付　ぷくぷくドーム

そ の 他

富 田 林 市 総合スポーツ公園ゲートボール場 584−0052 富田林市大字佐備2467−1 ☎㉟2121

河内長野市
岩湧野外活動広場 586−0071 河内長野市加賀田3822−1 ☎�0121

武道館 586−0016 河内長野市西代町904−1 ☎�0121

河 南 町 グラウンド・ゴルフ場 585−0011 河南町大字寺田553−1 ☎�8866 受付　ぷくぷくドーム　　

�



収
書
な
ど
）
・
印
鑑
・
振
込
先
が
わ

か
る
も
の
・
医
療
証

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

助
成
の
申
請
を

対
象
条
件

①
18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18
歳
に

達
し
た
日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

②
①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は

母③
父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育

す
る
養
育
者

（
所
得
制
限
あ
り
。
例
：
２
人
世
帯

２
３
０
万
円
）

申
請
に
必
要
な
も
の

　

事
前
に
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保

険
診
療
に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
額
の
一
部
を
助
成
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

福　
　

祉

第
２
次
千
早
赤
阪
村
地
域

福
祉
計
画（
素
案
）に
対
す

る
意
見
募
集

　

村
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
「
第
２
次
千
早
赤
阪
村
地
域
福

祉
計
画
」
の
策
定
に
向
け
協
議
し
て

い
ま
す
。な
お
、計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
村
社
会

福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る
「
第
２
期

千
早
赤
阪
村
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

と
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

村
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

村
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る

個
人
・
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
、
村

税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人
、
計
画

に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

資
料
の
閲
覧
お
よ
び
募
集
期
間

２
月
15
日（
金
）ま
で

閲
覧
場
所　

千
早
赤
阪
村
役
場
（
本

庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
小
吹
台
連
絡
所
、

く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ応
募
方
法　

所
定
の
意
見
提
出
用
紙

に
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
意
見

を
記
載
し
、
持
参
や
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
様
式
は
、
各
閲
覧
場
所
に

あ
り
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
計
画
策
定

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

意
見
の
概
要
は
、
住
所
や
氏
名
な
ど

の
個
人
情
報
を
除
き
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
村
の
考
え
方
と
と
も

に
公
開
し
ま
す
。
ま
た
単
に
賛
否
だ

け
を
記
載
し
た
も
の
や
趣
旨
の
不
明

瞭
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
村
の

考
え
方
を
公
表
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

〈
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）

〒
５
８
５―

８
５
０
１
千
早
赤
阪
村

大
字
水
分
１
８
０
番
地
☎
�
０
０
８

１
㈹
、　

�
２
０
２
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

iken@
vill.chihayaakasaka.

osaka.jp２
月
は
児
童
手
当
の

支
払
い
月
で
す

　

平
成
24
年
10
月
分
～
平
成
25
年
１

月
分
の
児
童
手
当
を
２
月
12
日（
火
）

に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し
て
い
る

人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人

医　
　

療

一
部
自
己
負
担
額
を

軽
減
し
ま
す

　

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）
医
療
証
、
障
が
い
者

医
療
証
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
、

乳
幼
児
医
療
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

１
医
療
機
関
あ
た
り
１
日
に
つ
き
最

大
５
０
０
円
（
月
２
日
を
限
度
、
入

通
院
・
歯
科
別
）
を
医
療
機
関
の
窓

口
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
１
カ
月
の
間
に
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
一
部
自
己
負
担
額
が
、『
２

５
０
０
円
』
を
超
え
て
支
払
っ
た
分

は
、
お
返
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
が
な
い
と
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
で
一
部
自

己
負
担
額
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
必

ず
領
収
書
な
ど
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•

１
カ
月
の
間
に
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
た
額
の
わ
か
る
も
の
（
領

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール

•教育委員会事務局………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



◎
節
分
の
集
い
＆
ラ
ン
チ
★

　

�　

豆
ま
き
の
由
来
や
保
育
士
の
出

し
物
を
楽
し
ん
だ
後
、
一
緒
に
節

分
ラ
ン
チ
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

１
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

費
用　

ラ
ン
チ
代
３
０
０
円

◎
英
語
あ
そ
び

　

�　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
一
緒
に
、

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
英
語
あ
そ
び
を

し
ま
す
。

　

�

日
時　

６
日（
水
）
午
前
10
時
30

分
～

◎
お
話
の
会
（
雨
天
中
止
）

　

�　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

　

日
時　

８
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

�

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ

り
（
小
吹
台
）
前
広
場

　

日
時　

22
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

�

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
横
楠
公

誕
生
地
前

◎
ひ
な
人
形
制
作

　

日
時　

19
日（
火
）
午
前
10
時
～

◎
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

�　

体
育
の
先
生
と
一
緒
に
マ
ッ
ト

な
ど
の
運
動
遊
び
を
し
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

�

日
時　

20
日（
水
）
午
前
９
時
30

分
～

◎
お
外
で
あ
そ
ぼ
（
雨
天
中
止
）

　

�　

広
場
で
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

日
時　

26
日（
火
）
午
前
10
時
～

　

�

場
所　

小
吹
台
第
１
ち
び
っ
こ
広

場
◎
の
び
の
び
げ
ん
き
ひ
ろ
ば

　

�　

自
由
に
遊
ん
だ
り
、
自
由
に
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、
親
子
で

の
び
の
び
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
月
曜
日

　

�（
祝
日
な
ど
の
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

�

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
集
団

指
導
室

◎
げ
ん
き
広
場

　

�　

自
由
に
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

お
友
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。（
自

由
来
園
）

　

�

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
３
時

◎
園
庭
開
放

　
　

園
庭
で
自
由
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

�

日
時　

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
～

正
午

◎
子
育
て
育
児
相
談

　

•

電
話
相
談（
毎
週
月
～
金
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
•

面
接
相
談
★

※�

★
マ
ー
ク
は
、
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

※�
催
し
で
費
用
の
記
載
の
な
い
も
の

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
場
所
の
記

載
の
な
い
も
の
は
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡
げ
ん
き
で
行

い
ま
す
。
雨
天
の
場
合
や
講
師
な

ど
の
都
合
で
活
動
が
中
止
ま
た
は

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡

げ
ん
き
（
げ
ん
き
保
育
園
内
）

　

☎
�
７
８
６
８

障
が
い
者
に
対
す
る
相
談

な
ど
の
窓
口
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
専
門
的
職
員
が
障
が
い

の
あ
る
人
や
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
る
総
合
窓
口
（
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
施

行
に
伴
い
虐
待
に
関
す
る
専
用
窓
口

（
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
）

も
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
ご
と　

千
早
赤
阪
村
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
生
活
支
援
相
談
室

し
な
が
）
☎
�
５
０
０
１

虐
待
窓
口　

千
早
赤
阪
村
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
（
科
長
の
郷
）
☎
�
５
０

１
６

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ高

齢
者
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
、
障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
、
65
歳
以
上
で
こ
れ
ら

の
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
人
で
も
、

介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
を
受
け
要

介
護
１
以
上
で
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
以
上
、ま
た
は
、

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
）
が
Ａ
以
上
の
人
は
、

児
童
手
当
の
支
給
月
額

•
０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

１
万
５
０
０
０
円

•
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
０
０
０

円
）

•

中
学
生
（
一
律
）

　

１
万
円

•

所
得
制
限
限
度
額
以
上
（
一
律
）

　

５
０
０
０
円
（
特
例
給
付
）

※
養
育
す
る
子
ど
も
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
子
ど
も
）
の
う
ち
、
年

長
者
か
ら
第
１
子
、
第
２
子
、
第
３

子
と
数
え
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受

給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や

世
帯
で
の
生
計
中
心
者
が
変
更
（
離

婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増
減
な
ど
）
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金

の
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉 

　

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
内
で
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
を

様
々
な
取
り
組
み
で
応
援
す
る
施
設

で
す
。

〈
２
月
の
予
定
〉

所
得
税
や
村
府
民
税
の
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
の
際
に
認
定
証
が
必
要
で

す
の
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

催　
　

し

お
は
な
し
広
場

•

お
は
な
し
会

日
時　

２
月
６
日（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

多
目
的
室

内
容　

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

対
象　

幼
児

費
用　

無
料

•

人
形
劇

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
ゆ
め
ふ
う
せ
ん
』

に
よ
る
人
形
劇
が
あ
り
ま
す
。
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

２
月
28
日（
木
）
午
前

９
時
30
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

費
用　

無
料

※
く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
１
３
０
０

平
成
24
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
料
の
納
付

�



保　
　

険

一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
か

ら
74
歳
の
人
も
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
次
の
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
障
害
認
定
の
申
請
を
し
、
認

定
を
受
け
る
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
）

①
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る
障
害

年
金
１
・
２
級
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
３
級

お
よ
び
４
級
の
一
部
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人

は
、
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
で
あ
れ
ば

撤
回
（
資
格
喪
失
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

•

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
資
格
管
理
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

高
額
療
養
費
」確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
た
め
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
12

月
に
診
療
を
受
け
た
分
の
高
額
療
養

費
の
振
り
込
み
は
、
３
月
下
旬
に
行

う
予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
な
ど
の

た
め
に
、
事
前
に
12
月
診
療
分
の
高

額
療
養
費
支
給
見
込
み
額
が
必
要
な

人
は
、
２
月
下
旬
以
降
に
広
域
連
合

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
見
込
み
額
で
の
回
答
と

な
り
ま
す
の
で
、
修
正
申
告
の
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

税　
　

金

村
税
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

　

村
税
で
口
座
振
替
が
で
き
る
の

は
、
村
府
民
税
（
た
だ
し
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
口
座
振

替
で
き
ま
せ
ん
）、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
で
す
。

　

口
座
振
替
は
期
別
ご
と
の
納
付
だ

け
で
な
く
、
全
期
前
納
も
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
各
税
金
の
納
期
限
に

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
必
要
は
な

く
、納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
全
期
前
納

の
場
合
は
、
第
１
期
の
納
期
限
）。

手
続
き
は
各
取
扱
金
融
機
関
で
お
願

い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

•

預
金
通
帳
と
通
帳
の
印
鑑

•

納
税
通
知
書

•

預
金
口
座
振
替
依
頼
書
（
口
座
振

替
依
頼
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
電

話
請
求
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
い

た
し
ま
す
。）

取
扱
金
融
機
関

　

三
井
住
友
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・

近
畿
大
阪
・
り
そ
な
・
ゆ
う
ち
ょ
（
郵

便
局
）
の
各
銀
行
、
大
阪
南
農
業
協

同
組
合

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

選　
　

挙

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙

４
月
21
日（
日
）投
票

　

５
月
８
日
任
期
満
了
に
よ
る
千
早

赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
は
、

１
月
16
日（
水
）に
開
か
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

３
月
22
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

　
　
　

２
階
会
議
室

◆
告　

示　

日

（
立
候
補
受
付
）

日
時　

４
月
16
日（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

午
後
５
時

◆
投　

票　

日

日
時　

４
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

◆
開　

票　

日

日
時　

４
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
９
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

　
　
　

２
階
会
議
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
�
０
０
８
１

選
挙
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

◆
募
集
人
数

　

５
人
程
度
（
65
歳
ま
で
）

◆
勤
務
日
な
ど

　

４
月
17
日（
水
）～
20
日（
土
）　

　

①
午
前
８
時
15
分
～

　
　

午
後
12
時
15
分

　

②
午
後
12
時
15
分
～

　
　

午
後
４
時
15
分

　

③
午
後
４
時
15
分
～

　
　

午
後
８
時
15
分

◆
時
給
な
ど

　

�

８
０
０
円
（
交
通
費
は
支
給
し
ま

せ
ん
）

◆
申
込
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　

※
履
歴
書
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん

◆
一
般
書

七
つ
の
会
議　
　
　
　
（
池
井
戸
潤
）

旅
猫
リ
ポ
ー
ト　
　
　
　
（
有
川
浩
）

謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
川
篤
哉
）

ス
タ
ー
ト
！　
　
　
　
（
中
山
七
里
）

ま
り
し
て
ん
闇
千
代
姫（
山
本
兼
一
）

O
ver the edge　

　

  （
堂
場
瞬
一
）

け
さ
く
し
ゃ　
　
　
　
　
（
畠
中
恵
）

宝
く
じ
が
当
た
っ
た
ら（
安
藤
祐
介
）

噂
の
女　
　
　
　
　
　
（
奥
田
英
朗
）

冷
血
（
上
・
下
）　　
　
　
（
高
村
薫
）

神
去
な
あ
な
あ
夜
話（
三
浦
し
を
ん
）

歓
喜
の
仔
（
上
・
下
）　
（
天
童
荒
太
）

岳
飛
伝
３　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
坂
幸
太
郎
）

ふ
る　
　
　
　
　
　
　
（
西
加
奈
子
）

55
歳
か
ら
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
龍
）

大
い
な
る
眠
り　
　
（
村
上
春
樹
訳
）

　
（
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
）

カ
ジ
ュ
ア
ル

　
　

ベ
イ
カ
ン
シ
ー
（
１
・
２
巻
）

　
　
　
　
　
（
Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ
）

聞
く
力　
　
　
　
　
（
阿
川
佐
和
子
）

◆
児
童
書

０
て
ん
に
か
ん
ぱ
い
！（
宮
川
ひ
ろ
）

つ
る
ば
ら
村
の
魔
法
の
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
茂
市
久
美
子
）

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　

パ
ン
こ
う
じ
ょ
う（
工
藤
ノ
リ
コ
）

船
で
空
飛
ぶ
妖
怪
ク
ル
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
田
村
信
行
）

10



◆
申
込
期
間

　

２
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

◆
任
用

　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
の
う
え
決

定
し
ま
す
。
面
接
の
日
時
は
別
途
連

絡
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
�
０
０
８
１

環
境
衛
生

２
月
は
生
活
排
水
対
策

推
進
月
間

　

川
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
原
因
の
８

割
が
ト
イ
レ
や
台
所
、
お
風
呂
洗
濯

な
ど
日
常
生
活
か
ら
出
る
「
生
活
排

水
」
で
す
。
こ
の
生
活
排
水
の
影
響

は
、
冬
期
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
２
月
を
『
生
活
排
水

対
策
推
進
月
間
』
と
し
、
ご
家
庭
か

ら
の
生
活
排
水
を
で
き
る
だ
け
き
れ

い
な
状
態
で
流
す
た
め
の
工
夫
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
取
組
み
の
積
み
重
ね
が
大
き

な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
み
ん
な
で
水
澄
ま
し
の
術
】

　

食
器
や
鍋
の
よ
ご
れ
は
、
紙
な
ど

で
拭
き
取
っ
た
り
、
ヘ
ラ
で
か
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

味
噌
汁
、
ス
ー
プ
、
飲
み
物
な
ど
は

必
要
な
分
だ
け
つ
く
り
、
残
り
物
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

油
は
使
い
切
る
工
夫
を
し
、
捨
て

る
場
合
は
、
流
し
に
流
さ
ず
に
古
新

聞
に
吸
い
込
ま
せ
た
り
、
固
形
化
す

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う
！

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/

kankyohozen/sei-hai/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

保
安
３
法

大
阪
府
か
ら「
保
安
３
法
」事
務

の
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
す
！

　

千
早
赤
阪
村
内
の
事
業
所
で
取
り

扱
う
「
火
薬
類
取
締
法
」「
高
圧
ガ

ス
保
安
法
」「
液
化
石
油
ガ
ス
の
保

安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
「
保
安
３
法
」

と
い
い
ま
す
。）
に
係
る
申
請
お
よ

び
届
出
が
３
月
１
日
か
ら
千
早
赤
阪

村
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

移
譲
後
は
保
安
３
法
に
関
す
る
事

務
は
富
田
林
市
に
委
託
し
、
窓
口
は

富
田
林
市
消
防
本
部
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、申
請
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
大
阪
府
証
紙
に
よ
る
納

付
で
は
な
く
現
金
で
の
納
付
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

•

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉕
７
４
０
０

　

図
書
室

図
書
室
よ
り
お
知
ら
せ

休
室
の
お
知
ら
せ

　

２
月
21
日（
木
）〜
28
日（
木
）ま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。
期

間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

蔵
書
点
検
中
、
２
〜
３
時
間
程
度

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
１
３
０
０

寄　
　

付

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
辻
本
有
哉
さ
ん
（
奈
良
県
）

　

１
万
円

◎
浦　

和
男
さ
ん
（
茨
城
県
）

　

10
万
円

◎�

富
田
林
医
師
会　

福
田
ク
リ
ニ
ッ

ク　

福
田　

毅
さ
ん
（
大
阪
府
）

　

20
万
円

◎
上
田
訓
士
さ
ん
（
大
阪
府
）

　

２
万
円

◎
匿
名
７
件

　

１
１
６
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

引
き
出
し
整
理
ト
レ
ー
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

太
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
、

引
き
出
し
整
理
ト
レ
ー
を
５
０
０
個

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

整
理
ト
レ
ー
は
、
村
立
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
３
０
０

入
札
参
加

入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付

　

平
成
25
・
26
年
度
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
（
物
品
・
役
務
）
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
提
出
要

領
に
基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
内
容

　

物
品
販
売
、
役
務
の
提
供
な
ど

○
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
金
）～
２
月
15
日（
金
）

〈
受
付
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

交
通
安
全

運
転
者
講
習
会

　

４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）の

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
先

駆
け
て
、
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
26
日（
火
）
受
付
：
午
後

７
時
～
、開
始
：
午
後
７
時
30
分
～

場
所　
千
早
小
吹
台
小
学
校（
体
育
館
）

日
時　

３
月
27
日（
水
）
受
付
：
午

後
６
時
30
分
～
、
開
始
７
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル（
会
議
室
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村･

府
民
税
の
納
期
限
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そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集

•

予
備
自
衛
官
補

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な
教

育
訓
練
を
受
け
終
了
後
に
予
備
自
衛

官
と
な
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間

第
１
回　

４
月
３
日（
水
）ま
で

第
２
回　

７
月
16
日（
火
）～
９
月
30

日（
月
）

※
第
１
回
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た

場
合
、
第
２
回
は
実
施
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

試
験
期
日

第
１
回　

４
月
12
日（
金
）～
４
月
15

日（
日
）

第
２
回　

10
月
12
日（
土
）～
10
月
15

日（
火
）

合
格
発
表

第
１
回　

５
月
17
日（
金
）

第
２
回　

11
月
15
日（
金
）

採
用
対
象　

自
衛
官
未
経
験
者

採
用
年
齢

一
般　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
～

34
歳
未
満

技
能　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
～

55
歳
未
満
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を

有
す
る
人

•

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

　

将
来
の
自
衛
官
を
担
う
幹
部
自
衛

官
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
20

歳
〜
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳
未
満
の

人
は
大
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　

２
月
１
日（
金
）～
４
月

26
日（
金
）

試
験
日（
１
次
）５
月
11
日（
土
）（
筆

記
試
験
）
５
月
12
日（
日
）（
飛
行
要

員
希
望
者
の
み
）

合
格
発
表　
（
１
次
）
５
月
31
日

（
金
）、（
最
終
）
８
月
２
日（
金
）（
陸

上
・
海
上
）
９
月
６
日（
金
）（
航
空
）

そ
の
他　

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務

員〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９

　

☎
㉔
３
９
９
９

南
河
内
環
境
事
業
組
合
の

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
付

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
平

成
25
・
26
年
度
の
、
建
設
工
事
や
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

業
務
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
中

間
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
受
け
付
け
し
た

も
の
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
間

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

提
出
要
領
配
布

２
月
22
日（
金
）ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
午
後
１
時
～
５
時
）

配
布
場
所
は
、
南
河
内
環
境
事
業
組

合
第
１
清
掃
工
場
（
富
田
林
大
字
甘

南
備
２
３
４
５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

m
inam

ikaw
achi-kankyo.or.jp

申
請
書
提
出
方
法

申
請
書
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し
、

郵
送
の
み
受
け
付
け
し
ま
す
。

〒
５
８
４―

０
０
５
４
富
田
林
大
字

甘
南
備
２
３
４
５
番
地

受
付
期
間

２
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）（
消
印

有
効
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画

課　

☎
㉝
６
５
８
４

南
河
内
環
境
事
業
組
合

職
員
追
加
募
集

職
種
・
受
験
資
格
・
募
集
人
数

　

技
術
職
上
級
電
気
お
よ
び
機
械

（
２
人
程
度
）

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
に
お
い
て
電
気
・
機
械
課
程
を

履
修
し
、
卒
業
又
は
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
若
し
く
は
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
で
、
第
３
種
電
気

主
任
技
術
者
の
資
格
を
有
す
る
人

申
込
書
の
配
付
お
よ
び
受
付

２
月
８
日（
金
）ま
で

第
１
次
試
験
日

（
教
養
試
験
・
面
接
試
験
・
適
性
検
査
）

２
月
17
日（
日
）

※
申
込
書
の
配
付
、
受
け
付
け
は
、

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画

課　

☎
㉝
６
５
８
４

Ｊ
Ｏ
Ｂ
カ
フ
ェ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

in　
南
河
内　

就
職
相
談
会

日
時　

２
月
21
日（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館

　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
に
よ
る
就
職
に
関
す
る
個
別
相
談

（
約
50
分
）

対
象
者　

就
職
に
つ
い
て
悩
み
や
疑

問
の
あ
る
若
年
者
（
15
歳
か
ら
概
ね

40
歳
前
半
ま
で
）、
子
ど
も
の
就
職

に
悩
ん
で
い
る
保
護
者
な
ど

定
員　

９
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
先　

２
月
６
日（
水
）～

富
田
林
市
商
工
観
光
課
労
政
係

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
１
）

併
せ
て
出
張
労
働
相
談
会
同
時
開

催
！

　

大
阪
府
総
合
労
働
相
談
所
で
は
、

様
々
な
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
に

対
し
て
内
容
に
応
じ
た
知
識
や
情
報

の
提
供
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
留

意
点
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。

対
象
者　

使
用
者
・
労
働
者
、
年
齢

な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

就
職
相
談
に
つ
い
て
は
（
財
）
大

阪
労
働
協
会
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
事
業
部

☎
06
（
４
７
９
４
）
７
３
５
５

•

労
働
相
談
に
つ
い
て
は
大
阪
府
総

合
労
働
事
務
所　

南
大
阪
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
２（
２
３
３
）６
８
２
１

森も

り林
と
寺ま

ち
内
町
と
を
つ
な
ぐ

「
モ
リ
マ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
お
お
さ
か
河
内
材
」
ヒ
ノ
キ
の
マ

イ
箸
で
猪
汁
を
食
す
。

　

地
元
大
阪
の
優
良
木
材
「
お
お
さ

か
河
内
材
」
の
魅
力
を
知
っ
た
い
た

だ
く
た
め
、
ヒ
ノ
キ
の
マ
イ
箸
づ
く

り
や
マ
イ
箸
に
よ
る
地
元
の
山
の
幸

「
猪
汁
」
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
現
況
や
無
垢
の
木
の

住
ま
い
の
魅
力
を
建
築
家
に
よ
る
お

話
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　

２
月
24
日（
日
）
午
後
２
時

～
４
時

場
所　

富
田
林
じ
な
い
ま
ち
木コ

く
ま

館
（
富
田
林
市
富
田
林
町
22―

32
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
開
始　

２
月
８
日（
金
）

午
前
９
時
～

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８

―

５
）
☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/
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もう取り付けましたか？住宅用火災警報器
《平成23年6月1日より、すべての住宅に設置が義務化されました。》

　平成23年6月から、す
べての住宅に住宅用火災警
報器の設置が必要となった
ことを知っていますか。
いいえ
9％

はい
91％

　先日、村立小学校・中学校に児童・生徒がいるご家庭に、住宅用火災警報器に関す

問1
　現在、お住まいの住宅に、
住宅用火災警報器は設置さ
れていますか。

　問2で「いいえ」と答え
た方にお聞きします。
　設置していないのはなぜ
ですか。

① 設置義務を知らなかっ
た。
② 購入方法や取り付け方
法がわからない。
③ 設置しても効果が期待
できない。
④その他

問2

問3

②
29％

①
9％

④
49％

③
13％

いいえ
49％

はい
51％

るアンケートを実施しました。
　住宅火災で亡くなられる原因の多くは「逃げ遅れ」に
よるものです。
　住宅用火災警報器を設置することで、万が一、火災が
起きても、早期発見、避難につながり、あなたや、あな
たの家族の「いのち」を守ります。
　住宅用火災警報器の設置がお済みでない人は、早めの
設置をお願いします。
〈問い合わせ〉富田林市消防本部予防課　☎㉕7400

〈
奥
河
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉

水
彩
画
教
室　

受
講
生
募
集

　

千
早
赤
阪
村
の
里
山
や
路
地
裏
の

風
景
を
描
く
水
彩
画
家
、
下
地
愛
樹

先
生
に
よ
る
水
彩
画
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
で

描
い
て
い
き
ま
す
。

※
見
学
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

開
催
日
時　

毎
月
第
１
金
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
第
２
金
曜
日
）

午
後
１
時
～
４
時
（
４･

６･

10･

11

月
は
屋
外
ス
ケ
ッ
チ
で
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
・
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
屋
外
ス

ケ
ッ
チ
の
場
合
２
５
０
０
円
）

持
ち
物　

絵
の
具
・
筆
・
水
入
れ
・

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８

―

５
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

テ
ニ
ス
初
・
中
級
者

講
習
会
の
ご
案
内

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
初
心
者
・

中
級
者
を
対
象
と
し
た
第
53
回
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日（
日
）
午
後
１
時

〜
（
毎
週
日
曜
日　

全
６
回
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
用　

４
０
０
０
円

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

受
付　

２
月
23
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

中
野　

義
信　

☎
�
７
５
１
９

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
総
額

　

１
５
７
万
７
１
６
３
円

（
内
訳
）

●
戸
別
募
金

　

１
５
４
万
６
９
０
０
円

●
団
体
募
金

　

３
万
円

●
募
金
箱

　

２
６
３
円

　

こ
の
歳
末
募
金
を
次
の
と
お
り
配

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額

　

１
５
７
万
７
１
６
３
円

（
内
訳
）

　

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

　

10
万
円

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

10
万
円

　

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　

７
万
円

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

８
万
円

　

母
子
福
祉
協
議
会

　

３
万
円

　

遺
族
会

　

３
万
円

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ご
せ
会

　

山
ゆ
り
作
業
所

　

３
万
円

　

地
区
福
祉
委
員
会
（
３
委
員
会
）

　

45
万
円

　

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業

　

各
地
区
・
自
治
会
の
世
代
間

　

ふ
れ
あ
い
事
業
経
費
な
ど

　

68
万
７
０
０
０
円

　

事　

務　

費

　

１
６
３
円

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
谷
口　

広
和
さ
ん（
桐
山
４
８
７
）

　

10
万
円

　

亡
父
孝
治
さ
ん
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

　
　

短
歌
コ
ー
ナ
ー

散
り
て
な
お
ア
ー
ト
と
な
れ
る
さ
く
ら
葉
の
敷
き
詰
む
る
路
踏
む
を
た
め
ら
う

吉　

岡　

蓁　

子

ス
キ
ー
宿
に
食
べ
放
題
の
紅
玉
を
頬
張
り
し
日
の
遠
き
明
る
さ

松　

田　

美
智
子

再
会
の
友
と
語
り
ぬ
故
郷
と
昭
和
の
頃
に
戻
り
た
る
ご
と田　

村　

富
士
子

父
の
分　

母
の
分
ま
で
生
き
た
き
を
誓
い
新
た
に
六
十
五
歳東　

條　

ひ　

ろ

秋
深
く
舗
道
に
白
き
実
の
散
り
て
わ
が
足
裏
に
軽
く
は
じ
け
る

尾　

崎　

茂　

子
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おめでとう　新成人
● 平成25年千早赤阪村成人式 ●

　１月14日、くすのきホールで成人式が開催されました。
　式典では、松本村長らが新成人の新しい門出を祝福しまし
た。
　男子22人、女子28人の代表として、誓いの言葉を述べた大
保健さんは、自分の言動に責任を持ち常識ある行動を心がけ、
郷土の発展に寄与していきたいと述べました。
　また、お礼の言葉を述べた内田那友さんは、将来の目標に
少しでも近づけるよう努力していきたいと式典を通じて大人
への仲間入りを再認識していました。
　また、式典終了後には、アトラクションとして村立中学校

吹奏楽部の
素晴らしい
演奏で新成
人たちの門
出を祝福し
ました。

スイセンが
今年も咲きました

　㈳千早赤阪楠公史跡保存会が、奉建塔周
辺（二河原辺地区）の景観向上のために植
えた約５万株のスイセンに淡くて白い花が
咲き、甘い香りが散歩する人を楽しませて
います。スイセンの花は、
３月上旬まで楽しむことが
できます。

ゲートキーパー養成講座を実施
　１月16日、村と大阪府富田林保健所の共催でゲートキーパー
養成講座を保健センターにて実施しました。ゲートキーパーと
は、地域の悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必
要な支援につなげ、見守る人のことです。自殺の危機にある人
に出会う機会があったり相談を受ける可能性のある人がゲート
キーパーの役割を果たすことは、自殺予防に大切な要素である
と言われています。
　今回の講座には、民生委員児童委員、主任児童委員、居宅介
護支援事業所・社会福祉協議会・役場職員など40人が参加し、
自殺予防についての講義や実際に相談を受けた時の対応を考え
るロールプレイを実施しました。
　講師からの「目の前にいる人に対して愛を持って接すること
が自殺予防の第一歩です」との話に、皆さんうなずき、心に響
いていたようで
した。

▲ 誓いの言葉（大保健さん）

▲ 村立中学校吹奏楽部▲ お礼の言葉（内田那友さん）

むらの話題 あ　れ　こ　れ
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　１月15日、「一般社団法人　超人シェフ倶楽部」メンバーのイタリ
ア料理店「京都ネーゼ」の森博史シェフによるスーパー給食を実施
しました。
　「一般社団法人　超人シェフ倶楽部」は、日本を代表する料理人た
ちによって組織された、新しい食文化創造集団で、「社団法人　米穀

安定供給確保支援機
構」と共催で赤阪小
学校、千早小吹台小
学校、こごせ幼稚園
の給食レシピを森博
史シェフが考え、村
の給食センターで調理指導をされました。
　子どもたちは、「鶏
もも肉の豆乳グラタ
ン」や「貝柱と茸の
ラグーソースパス

タ」「赤オレンジゼリー」など、いつもの給食とは違う本格的なメ
ニューをシェフと一緒に味わい、交流会では、子どもたちがシェフ
に料理や仕事の楽しさや大変さについて熱心に質問し、シェフは「い

ろんな人との出会い
があって、よろこん
でもらえるのがこの
仕事のいいところで
す。この仕事に関心を持ってくれて、この中にシェフを目指してく
れる人がいれば嬉しい」と答えました。

シェフが作った給食を味わいました
● 超人シェフによるスーパー給食 ●

　12月14日、災害時における物資の不足に対応するため、
株式会社サンプラザと「災害時における物資の供給に関
する協定」を締結しました。
　この協定により、大規模な地震や台風などの災害で、
多数の被災者が発生した場合に被災者に対し不足が予想
される食料品や日用品などの生活必需品の提供を受け、
災害時の住民の生活を早期に安定させることができます。
　協定の締結にあたり松本村長は、「コンビニの無い唯
一の村へ、災害時の援助の手を差し伸べていただいた。
村の農産物を産直でも販売していただいているサンプラ
ザさんに心より感謝いたします。」と述べました。

株式会社サンプラザと「災害時における物資の供給に関する協定」を締結しました

むらの話題 あ　れ　こ　れ
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森屋　 住  吉　めぐみ さん
＜19歳　うお座＞

MegumiSumiyoshi

近況は・・・
　関西福祉科学大学で、管理栄養士になるため
の勉強や実験・実習に頑張っています。
趣味は・・・
　スノーボードです。２年前から始め、冬は友
達といろんな所へ滑りに行っています。
夢は・・・
　管理栄養士として病院や福祉施設で栄養指導
とともに、おいしいと喜んでもらえる献立を考
えることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　大学のバレーボールサークルで週１回、学部
を超えた友達とバレーボールをそているのが楽
しいです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　生まれた時から今日まで千早赤阪村で過ごし
てきた思い出は、私にとって一生の宝物です。
自然がたくさんあり、人も温かい人ばかりのこ
の村はこれからも変わらずありつづけてほしい
です。
₄月号は・・・
　中学校バレー部の後輩の日下　愛美さんです。
日下さんへメッセージを・・・
　久しぶり～！また一緒にバレーしたいね～♪

５歳のとき、始めての弟ができてとても
嬉しくて、毎日、弟にべったりでした。

小吹台　すぎもと　はるか　ちゃん
（　杉　本　　　陽　香　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年４月15生まれ
パパそっくりなはるかちゃん、もうすぐ歩きそうなおてん
ば娘です。
元気で心の優しい子に育ってね。

　父・龍彦さん、母・友香さん

 小吹台　わたなべ　かずし　くん
（　渡　部　　　和　史　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年３月29日生まれ

　わたなべ　しゅんた　くん
（　渡　部　　　俊　太　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年７月７日生まれ
天真爛漫、弟おもいの俊太、いつもニコニコごはんをたく
さん食べる和史、２人とも元気にたくましく、のびのびと
成長してください。

　父・厚さん、母・愛さん

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

256

16



村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）〜（金）午前９時〜正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分〜６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時〜４時

　「年齢を重ねても美しくいたい」「健康のために何か始め
たいけれど何から始めたらいいの？」そんなあなたにいつ
までも美しく、健康でいられる力をｕｐ（アップ）するた
めの秘術を伝授します。

【健康を保つ！若さキープ術】
　日時　２月19日（火）午前10時〜正午
　　「若さキープのためのヘルシーおやつ」〈実演・試食〉
　　•おからきなこもち
　　•ヘルシーガトーショコラ
　日時　２月26日（火）午前10時〜正午
　「若さをキープできるウォーキング術」＜運動講義＞

【かんたん ! ヘルシー ! うちのごはんいろどりｕｐ術】
　日時　３月26日（火） 午前９時30分〜午後１時頃
　　「手抜きで簡単！ヘルシーメニュー」〈調理実習〉

　　•やわらか鶏つくね
　　•春野菜のコンソメ煮
　　•新玉ねぎのゆかりマリネ
対象　村内在住のおおむね40歳〜65歳の人
費用　300円（２回目以降の参加は150円）
　　　※調理実習日は別途食材費400円が必要です
定員　15人（定員になり次第締め切ります）
場所　保健センター
※テーマや内容が変更になる場合がありますのでご了承く
ださい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休日診療

内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時〜11時30分
午後１時〜３時30分

小児科

富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時〜11時30分
午後１時〜３時30分

小児夜間救急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6761）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんき
ひ ろ ば
（aiげんきの出張ひろば）

２月4日・
18日・25日・
３月４日㈪
・２月12日㈫

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児
と保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

２月20日㈬

午前10時
～11時30分

０歳〜幼稚園入
園前の乳幼児と
保護者

あかちゃん広場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃まで
の乳幼児

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳
幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士
相談・保健師
こころの相談

２月８日㈮
午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労
働問題など法律
相談を希望する
人
（同日に身体や
こころの相談も
行います）

個 別 健 康
栄 養 相 談 ２月22日㈮

午後
１時30分～
（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

保健師による
健 康 相 談
（電話・来庁）

２月26日㈫
午前10時

～正午
（来庁の場合要予約）

健康・育児・介
護など相談を希
望する人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 ㈪～㈮
午前
９時30分
～午後５時

電話で問い合わ
せください
（予約制）

エイズに関する
相 談 ㈪～㈮

午前
９時30分
～午後５時

電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒］・クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時
　　～２時

エイズ抗体検査
は無料、
そのほか手数料
が必要な場合あ
り

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日

午前
９時30分
～10時30分

無料・予約制
（先着順）

•飲用水・井戸水検査
•腸内細菌検査
•寄生虫卵検査

毎週月曜日
（祝日の場合
は翌日）

午前
９時30分
～11時30分

有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

今から始める！健康力 up 術　参加者募集
けんこうりょくアップ

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など
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　千早地区は、昭和30年頃まで凍り豆腐の有名な産地でし
た。製造過程で出た割れたものや形状不良のものは粉にし
て、家庭で日常的に食べられてきました。
　村の郷土食である「粉豆腐」を使って、昔ながらの料理
や手軽でおいしいアレンジ料理を作ってみませんか？
日時　３月１日（金）午前９時30分〜午後１時
場所　保健センター　栄養指導室
定員　12人（要予約・先着順）
内容　粉豆腐の煮物
　　　粉豆腐ボールの中華風煮
　　　粉豆腐ドーナツ

対象　平成24年５月１日現在40・50・60・70歳の人
内容　問診・口腔内診査・結果説明
場所　村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
時間　各医療機関の診療時間内
健診実施期間　３月末まで　
受診料　無料
受診方法　申し込みをした人には、受診券などを送付しま
す。その後、歯科医院に電話で予約し、受診してください。

　水痘（水ぼうそう）と流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
ワクチンの接種費用を助成しています。
助成対象者　接種日に１歳児または２歳児で、平成24年４
月１日から平成25年３月31日までに接種した人
助成回数　各ワクチン１回ずつ

手続　①母子健康手帳など接種が確認できるもの、②領収
証、③印鑑、④振込先を確認できる通帳やカードなどを持
参のうえ、保健センターで手続きをしてください。
備考•�接種医療機関の指定はありません。一旦医療機関窓

口で接種費用をお支払いください。
　　•任意予防接種ですので、接種義務はありません。
　　•平成25年度以降の費用助成は未定です。

　　　　
　麻しん風しん（ＭＲ）２・３・４期予防接種の今年度の
対象者が無料で接種できる期間は３月末までです。
　今年度の対象の人が４月以降に接種しても無料にはなり
ません。過去に麻しん・風しんにかかったことが明らかで
ない人は、予防接種を受けましょう。
※ＭＲ３・４期（平成20〜24年度の５年間に限り実施）は、
旧制度で麻しん ･風しんワクチンを１回ずつ接種した人に
２回目の接種機会を確保するものであり、１人あたりの接
種回数が計４回になるという制度ではありません。

　
「
目
が
か
す
む
」「
明
る
い
と
ま
ぶ

し
く
て
、
か
え
っ
て
見
え
づ
ら
い
」

「
物
が
ぼ
や
け
て
見
え
る
」
な
ど
、

こ
う
い
っ
た
症
状
は
白
内
障
の
始
ま

り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
白
内
障
は
水

晶
体
と
い
う
目
の
中
で
レ
ン
ズ
の
役

割
を
す
る
部
分
が
濁
っ
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
や
若
年
性
の

特
殊
な
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
が
、
た

い
て
い
は
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ
り
、

70
歳
代
で
は
約
８
割
の
人
に
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
は
、
初
期
に
は
進
行
を
抑

え
る
目
薬
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
進
行
す
る
と
手
術
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
麻
酔
や
手
術
の
方
法
は
と

て
も
進
化
し
て
い
る
た
め
、
短
時
間

で
痛
み
も
軽
い
、
患
者
さ
ん
の
負
担

も
少
な
い
手
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
を
進
行
さ
せ
る
原
因
と
し

て
、
紫
外
線
、
タ
バ
コ
、
糖
尿
病
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
紫
外

線
対
策
と
し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
つ

ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
サ

ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
、

白
内
障
の
予
防
に
は
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
内
障
に
な
ら
ん
で
中
高
年
で
多

い
目
の
病
気
と
し
て
は
、
緑
内
障
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
眼
圧
（
眼

球
内
部
の
圧
力
の
こ
と
）
の
影
響
で

視
神
経
と
い
わ
れ
る
重
要
な
神
経
が

傷
ん
で
し
ま
う
病
気
で
、
現
在
日
本

人
が
失
明
す
る
原
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

眼
圧
が
高
い
と
普
段
い
わ
れ
て
い

る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
た
と
え

眼
圧
が
正
常
で
も
緑
内
障
を
起
こ
す

『
正
常
眼
圧
緑
内
障
』
の
人
が
日
本

人
に
は
多
い
た
め
、
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
な
眼
底
検
査
な
ど
の
眼
科

受
診
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

正
常
眼
圧
緑
内
障
の
場
合
、
初
期

に
は
視
力
の
低
下
や
目
の
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か

視
野
が
狭
く
な
り
、
最
悪
の
場
合
、

失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

緑
内
障
は
、
白
内
障
と
違
い
、
手

術
に
よ
る
視
力
や
症
状
の
改
善
が
あ

ま
り
望
め
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

一
旦
診
断
さ
れ
る
と
眼
圧
を
下
げ
る

た
め
の
目
薬
は
原
則
と
し
て
、
ず
っ

と
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
物
が
ゆ
が
ん
で
見

え
る
『
加
齢
性
黄
斑
変
性
症
』
や
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る
目
の
使
い
過

ぎ
で
起
こ
る
『
ド
ラ
イ
ア
イ
』
な
ど
、

中
高
年
で
気
を
つ
け
た
い
目
の
病
気

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

目
の
病
気
は
直
接
命
に
か
か
わ
る

も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
一
旦
視
力

が
落
ち
る
と
そ
の
後
の
生
活
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
特
に
症
状
が
な
く
て
も
40
歳
を

過
ぎ
た
ら
年
に
１
回
は
眼
科
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

予防接種 平成24年度の対象者 期間

ＭＲ２期 平成18年４月２日〜平成19年４月１日生

３月末
まで

ＭＲ３期
（中学１年生相当） 平成11年４月２日〜平成12年４月１日生

ＭＲ４期
（高校３年生相当） 平成６年４月２日〜平成７年４月１日生

予防接種 対象者および期間

ＭＲ１期 １歳以上２歳未満

ジフテリア・破傷風（ＤＴ）二種混合（２期） 11歳以上13歳未満

村の郷土食お料理教室　参加者募集

水ぼうそう・おたふくかぜワクチン

成人歯科健康診査　予約受付中

予防接種のお忘れはありませんか

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

『
中
高
年
に
多
い
目
の
病
気
』

　
　
　
　
　
〜
定
期
的
な
眼
科
受
診
を
〜
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出
に
く
く
な
り
ま
す
。
苦
味
や
青
臭

さ
が
気
に
な
る
と
き
は
、
チ
ー
ズ
や

ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た

り
、
カ
レ
ー
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
子

ど
も
の
好
き
な
味
に
し
て
食
べ
や
す

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
舌
が

敏
感
で
刺
激
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、

少
し
ず
つ
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
が
な
ど
は
辛
味
が
出
な
い
程

度
に
使
っ
た
り
、
酸
味
は
甘
み
と
組

み
合
わ
せ
て
和
ら
げ
る
と
食
べ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

…
に
お
い
の
成
分
は
細
か

く
切
る
ほ
ど
強
く
出
る
の
で
、
大
き

く
切
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
高
温

で
火
を
通
す
と
に
お
い
が
飛
び
ま
す
。

　
　
　

…
苦
手
に
な
る
原
因
は
、
味

だ
け
で
な
く
硬
さ
や
大
き
さ
に
も
あ

り
ま
す
。
歯
は
ま
だ
未
熟
な
た
め
、

大
き
く
切
っ
た
も
の
や
食
物
繊
維
が

多
い
も
の
も
、
食
べ
づ
ら
く
感
じ
て

苦
手
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ

く
噛
ん
で
あ
ご
を
動
か
す
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
野
菜
を
食
べ
始
め
た
頃

や
歯
が
生
え
変
わ
る
と
き
に
は
、
す

り
お
ろ
し
た
り
煮
込
ん
だ
り
炒
め
た

り
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
柔
ら
か
い
食
感

が
苦
手
な
場
合
は
、
切
り
方
を
変
え

た
り
、
一
緒
に
使
う
食
材
を
変
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

誰
に
で
も
1
つ
く
ら
い
は
苦
手
な

野
菜
は
あ
る
も
の
。
し
か
し
、
た
く

さ
ん
あ
り
す
ぎ
る
と
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。健
康
な
体
を
作
る
た
め
に
、

少
し
で
も
減
ら
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

甘
味
・
塩
味
・
旨
味
は
舌
が
感
じ

や
す
く
、
多
数
の
人
が
受
け
入
れ
や

す
い
味
な
の
で
、
子
ど
も
も
受
け
入

れ
や
す
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
野
菜
に

は
苦
味
や
渋
味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
味

が
あ
り
、
食
べ
慣
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
嫌
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

苦
手
な
も
の
に
慣
れ
る
コ
ツ

　

苦
手
に
感
じ
る
原
因
に
は
、「
え

ぐ
味
」「
苦
味
」「
辛
味
や
酸
味
な
ど

の
刺
激
」「
に
お
い
」「
食
感
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
工
夫
す
れ
ば
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

…
え
ぐ
味
の
原
因
は
ア
ク

で
す
。
ア
ク
の
素
に
な
る
シ
ュ
ウ
酸

は
水
に
溶
け
る
た
め
、
水
に
さ
ら
し

て
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

…
苦
み
を
和
ら
げ
る
た
め
に

は
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
加
熱
す
る
こ

と
で
甘
み
成
分
が
強
く
な
り
、
苦
み

を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
の

嫌
い
な
野
菜
の
代
表
格
で
あ
る
ピ
ー

マ
ン
は
、
苦
味
成
分
が
繊
維
に
沿
っ

て
い
る
の
で
、
縦
に
切
る
と
苦
味
が

焦
ら
ず
気
長
に
興
味
を
引
き
出
そ
う

　

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と

き
に
、
叱
ら
れ
た
り
嫌
な
思
い
を
す

る
と
食
べ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
味
や
食
感
に
慣
れ
る
こ
と
以
外
に
、

こ
こ
ろ
の
面
で
の
ケ
ア
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
責

め
た
り
、
無
理
に
食
べ
さ
せ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
苦
手
な

も
の
を
食
べ
る
の
は
、
と
て
も
勇
気

が
い
り
ま
す
。
一
緒
に
料
理
を
し
た

り
野
菜
を
育
て
た
り
し
て
、
野
菜
に

対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
た
せ
て
、

苦
手
な
も
の
を
食
べ
る
き
っ
か
け
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
と
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
食
事

が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

苦
手
な
も
の
を
克
服
し
た
と
い
う

「
自
信
」
が
つ
き
、
こ
こ
ろ
の
成
長

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
周
囲
が
ほ
め

て
く
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
安
心

感
や
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
大
人
に
も

多
少
の
好
き
嫌
い
が
あ
る
よ
う
に
、

全
部
の
野
菜
を
好
き
に
な
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
ら
れ
れ
ば
よ
い

と
考
え
、
少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ
な
味

を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士
）

『
バ
リ
バ
リ
食
べ
よ
！
野
菜
は
元
気
の
た
か
ら
ば
こ　

パ
ー
ト
６
』

子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
を
直
す
コ
ツ

え
ぐ
味

苦
味

辛
味
や
酸
味
な
ど
の
刺
激

　ウイルス性肝炎は症状が現れにくく、気づかないうちに
肝硬変や肝臓がんへと進行する場合があります。そのため、
検診を受け、早期発見・早期治療することが大切です。
　村の肝炎ウイルス検診では、下記の対象者について、Ｂ
型およびＣ型肝炎ウイルスによる感染の可能性がないかを
検査しますので、希望される人は、申し込みください。
対象者　次の①〜③のいずれかに該当する人
①平成24年度中に満40歳となる人
②�平成24年度中に満41歳以上で過去に肝炎ウイルス検診に

相当する検診を受けたことがない人
③特定健診などにおいて肝機能検査に異常がある人
検査の内容　肝炎ウイルス検診は採血で下記の項目につい
て検査します。	
①Ｃ型肝炎ウイルス検査
　ＨＣＶ抗体検査
　ＨＣＶ抗原検査（必要な人のみ）
　ＨＣＶ核酸増幅検査（必要な人のみ）
②Ｂ型肝炎ウイルス検査

　ＨＢｓ抗原検査
委託医療機関および診療時間
①�村国保診療所（保健センター内）（月）〜（金）午前９時

〜正午および（火・金）午後４時30分〜６時30分
②村国保千早診療所（火・金）午後２時〜４時
③やすらぎ会　植田診療所（月）〜（土）午前９時〜正午
　および（月・火・木・金）午後４時30分〜７時
検診実施期間　３月末まで
申込期間　３月22日（金）まで
受診料　500円
※受診料の免除について
◎検診当日満70歳以上または生活保護世帯に属する人は、
受診料の免除が受けられますので、必ず申し込みの際に申
し出てください。
◎非課税世帯に属する人は、受診料の免除が受けられます
ので、保健センターで用紙を受け取り、役場総務課税務グ
ループで事前に確認書（無料）を発行してもらい、申し込
み時に保健センターへ提出ください。
※受診料支払い後に、免除を申し出た場合、受診料の返還
はできませんので注意ください。

食
感

に
お
い

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

肝炎ウイルス検診のお知らせ

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

●
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

中学校給食が始まります
　幼・小・中一貫した食育指導と栄養バランスの優れた食事を取ることにより、
子供たちの心身の健全な発達をサポートするため、平成25年４月から中学校
給食を実施します。
　夏休みから工事をしていた、学校の受入施設も完成し、着々と準備が進ん
でいます。
給食の内容
　手作りにこだわり、不要な食品
添加物をできるだけ含まない安
全・安心な本物の味の給食を作り
ます。小学校と同じメニューで食
事の量が中学生向けになります。
おいしい給食のために
　食材は、毎月物資購入委員会を
開催し、味、形、品質、産地、価
格などを総合的に判断し、村の基
準をクリアした業者から購入して
います。また、納品時には、栄養
士や調理員が品質、鮮度などを確
認しています。
代替食でみんなが食べられる給食を
　食物アレルギーを持つ子どもに、
原因食品を除き、代わりの食品を
加えた代替食を作っています。見
た目や栄養価も近くなるように工
夫しています。
〈問い合わせ〉教育課教育グループ

☎�1300

役場臨時職員の募集・登録
１．幼稚園講師・介助員の募集　
　仕事　幼稚園での保育や介助　勤務地　村立こごせ幼稚園　
　資格　幼稚園教諭免許
　給与　講師：月給166,200円　介助員：時給950円　
　試験　２月17日（日）午前10時
　応募　２月12日（火）まで

〈問い合わせ〉教育課教育グループ
２．看護師の登録
　仕事　保健事業に関する業務　勤務地　村立保健センターなど　
　資格　看護師免許　給与　時給1,500円　
３．一般事務の登録
　仕事　一般事務補助　勤務地　配属先により異なる　
　給与　時給800円

〈問い合わせ〉人事財政課
※雇用期間は平成25年４月１日〜平成26年３月31日
※２・３の登録受付は、２月28日（木）まで
※詳しくは村ホームページをご覧ください。

中学校配膳室

エレベーター棟

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

も え る ご み
（火・金曜日）

２月１日（金）・
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）
３月１日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

２月６日（水）
３月６日（水）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

２月14日（木）
　　28日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ２月21日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ２月27日（水）

各地区ミゼット車 ２月18日（月）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ２月27日（水）予定

千早、東阪、中津原 ２月28日（木）予定

心配ごと ２月７日（木）・21日（木）
３月７日（木）

児　　童 ２月７日（木）
３月７日（木）

行　　政 ２月21日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課住民生活グループ・河南町生活環境課
☎�2500・太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　5,987人（−11）
　男　　2,843人（−９）
　女　　3,144人（−２）
世帯数　2,359戸（−２）

12月末日現在、（ 　） は対前月比
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